
花粉媒介者、花粉媒介及び食料生産
に関する評価報告書

政策決定者向け概要（SPM）の解説



評価の対象、枠組と方法
• 全世界の73名の専門家(うち日本人2名)が3,000 にものぼる科学論文などの膨大な知見を分析。
技術的、社会経済的、ならびに先住民や地域コミュニティの知識も対象。

• IPBES 第4回総会(2016 年)で本体報告書受理、政策決定者向け要約(SPM)承認。
• 花粉媒介と花粉媒介者の価値、現状、傾向、花粉媒介と花粉媒介者への脅威、政策および管理
の対応オプションなど、意思決定者が直面しているあらゆる問題について重要な評価を提供。

• 本アセスメントは、野生及び飼育ハナバチに対するネオニコチノイド系殺虫剤を含む農薬によ
る致死･亜致死作用、多様な花粉媒介者への遺伝子組替作物の影響といった、政治的にも物議
をかもしている問題についても根拠を提供。

花粉媒介とは、植物の
受精･繁殖に必要な花の
雄部と雌部の間の花粉
の移動のこと。大多数
の栽培植物と野生植物
は、花粉媒介者と呼ば
れる動物の媒体に依存。

花粉媒介者には動物の
多様な種群が含まれる。
その多くは昆虫(特にミ
ツバチ)であるが、哺乳
類、鳥類、爬虫類等も
含まれる。

出典：IPBES(2016)図SPM1



A.花粉媒介者と花粉媒介の価値

地球上の約90%の野生顕花
植物種は動物による花粉媒
介に依存。生態系の維持に
花粉媒介者が不可欠。

世界の主要農作物の4分の3
以上は動物による花粉媒介
に依存。こうした作物は世
界の作物生産量の35%を占
める。花粉媒介者の寄与を
市場価値に換算すると年間
2,350億~5,770億米ドル相
当。コーヒー、ココア、
アーモンド等の主要輸出産
品も含まれ、何百万人もの
雇用と収入を生み出し地域
経済に貢献。

花粉媒介者依存型の食料は
人間の健康的な食事と栄養
に寄与。果物、野菜、種子、
ナッツ類、油料作物等は、
人が摂取する微量栄養素、
ビタミン類、ミネラル類の
大部分を供給。

出典：IPBES(2016)図SPM3



A.花粉媒介者と花粉媒介の価値

花粉媒介種の大多数は野生
種。2万種以上のハナバチ
やハエ、チョウ等その他の
昆虫類、鳥類、コウモリ類
等の脊椎動物を含む。セイ
ヨウミツバチやトウヨウミ
ツバチ等の飼育種も含む。

花粉媒介者の個体数と多様
性の両方が作物の収量と品
質に寄与。野生花粉媒介者
による作物生産への貢献は
過少評価されている。

花粉媒介者は食料の他にも
多様な恩恵を人間にもたら
す。医薬品、バイオ燃料、
繊維、建築･楽器･美術品･
工芸品の材料、レクリエー
ション活動の他、芸術や技
術等へのインスピレーショ
ンの源や多くの文化で精神
的象徴にも。花粉媒介者は
数千年も前から人類社会に
とって重要な存在。

出典：IPBES(2016) p284図5-3



B.花粉媒介者と花粉媒介の現状と傾向

野生花粉媒介者の確認数と多様性が減
少。北西ヨーロッパと北米で地域的及
び局所的な減少、その他の地域でも局
所的な減少の報告あり。

飼育下のセイヨウミツバチの巣数は過
去50 年間で世界的に増加、欧州数カ
国と北米では減少。北半球の温帯と南
アフリカの一部地域でセイヨウミツバ
チの季節的な巣の損失が近年増加。

花粉媒介脊椎動物の16.5%が世界的な
絶滅危惧種。ハナバチやチョウへの脅
威のレベルが高い。

花粉媒介者依存型の作物の生産量が過
去50年間で300%増加。これらの作物
の生産高の増加率と安定性は非依存型
の作物より低い。

出典：IPBES(2016)図SPM6



C.変動要因、リスク、チャンス、ならびに政策と管理方法のオプション

花粉媒介者の個体数、多様性、健全性と
花粉媒介能力への脅威は、土地利用変化、
集約的農業管理、農薬の使用、環境汚染、
侵略的外来種、病原体、気候変動等。

農薬(特に殺虫剤)は花粉媒介者に対して
致死･亜致死作用がある。ネオニコチノイ
ド系殺虫剤によるハナバチの致死･亜致死
作用、及び野生の花粉媒介者の生存と繁
殖への影響を示す証拠が得られている。

花粉媒介者の農薬暴露を抑制するために、
減農薬(特に統合的病害虫管理:IPM)、代
替の害虫防除手法、農薬飛散の低減等の
対策がある。

遺伝子組替作物(GMO)の花粉媒介者に対
する影響は適切に評価されておらず未知。

寄生生物(ミツバチヘギイタダニ類等)が
ミツバチ類やハナバチ類の重大な脅威。
飼育下･野生下の花粉媒介者の国際移送と
飼養の規制によりリスクを軽減できる。

気候変動の影響でマルハナバチやチョウ
等のいくつかの野生花粉媒介種の生息域、
個体数と生物季節に変化。その詳細や農
業への影響を知ることは難しく、適応策
の有効性も検証されていない。

出典：IPBES(2016)図SPM7



C.変動要因、リスク、チャンス、ならびに政策と管理方法のオプション

脅威への戦略的な対
応策には、生態学的
強化、多角的農業シ
ステム(フォレスト
ガーデン、ホーム
ガーデン、アグロ
フォレストリー、農
牧混合システム等)、
農地景観の自然･半
自然の生息地の保
全･再生とネット
ワーク化がある。こ
うした対応策に先住
民と地域コミュニ
ティの知識が果たす
役割が大きい。

ガバナンスの向上に
より効果的な対策が
可能。分野(農業と
自然保護等)、管轄
(民間と政府と非営
利等)、空間規模(地
域と国と世界等)を
つなぐ協調が求めら
れる。

目的 戦略 実践例

花粉媒介者の
生息環境改善
と花粉媒介の
維持

差し迫った
リスクの管理

開花期間の長い植生帯の創出、一斉開花作物の開花管
理、草地管理方法の変更、取組農家への報酬、農家へ
の情報提供、農薬と遺伝子組替作物のリスク評価、農
薬飛散･暴露を減らす技術と農法、飼育下の花粉媒介者
の伝染病予防･根絶、減農薬

既存の対策の
応用

作物の認証と生計向上、養蜂技術の改善、代替の花粉
媒介者開発･飼育、花粉媒介者の利益の定量化、道路緑
地、都市の土地･空地の緑化

農村景観の
変革

生態学的集約 多角的農業システム、不耕起農法、気候変動に適応し
た農法、参加型の農村景観計画･管理、統合的病害虫管
理、花粉媒介モニタリング･評価、花粉媒介サービス支
払、伝統的農法による非均質な農村景観の維持、先住
民や地域コミュニティ、科学者、その他関係者による
知識の共同生産

既存の多角的
農法の強化

有機農業、多角的農業、生物文化多様性保全、先住民
と地域コミュニティの知識と伝統的ガバナンスの強化

生態学的イン
フラへの投資

生息地再生、遺産地域と伝統農法の保護、生息地ネッ
トワーク、広域土地利用計画

社会と自然と
の関係の変革

人々の多様な
知識･価値を組
み込んだ管理

花粉媒介者の研究成果の活用、先住民と地域コミュニ
ティ、科学者、その他利害関係者による知識の共同生
産と交流

協働･分野横断
的アプローチ

花粉媒介者モニタリング、系統学の知識蓄積、教育と
普及啓発、都市空間緑化、ハイレベルの花粉媒介イニ
シアティブと戦略の支援

IPBES(2016)表SPM1に基づいて編集



より詳細な情報は:

IPBESウェブサイト

・花粉媒介評価
全資料掲載サイト
https://www.ipbes.net/assessment-reports/pollinators

・本体報告書
[英語版] (556頁)
https://www.ipbes.net/sites/default/files/downloads/pdf/201
7_pollination_full_report_book_v12_pages.pdf

・政策決定者向け要約
[英語版] (40頁)
http://www.ipbes.net/sites/default/files/spm_deliverable_3a
_pollination_20170222.pdf

[IGES抄訳] (8頁)
https://www.iges.or.jp/en/pub/ipbes-pollination/ja

政策決定者向け要約
（英語版）

政策決定者向け要約
（IGES抄訳）

編 集：環境省自然環境局自然環境計画課生物多様性戦略推進室
編集協力：公益財団法人地球環境戦略研究機関

報告書
（英語版）

https://www.ipbes.net/assessment-reports/pollinators
https://www.ipbes.net/sites/default/files/downloads/pdf/2017_pollination_full_report_book_v12_pages.pdf
http://www.ipbes.net/sites/default/files/spm_deliverable_3a_pollination_20170222.pdf
https://www.iges.or.jp/en/pub/ipbes-pollination/ja

